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注６　「建築設備耐震設計・施工指針（２０１４年版）」による形鋼振れ止め支持を行う場合は、

章 項　 　 　 目 特　 　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 　 項

　 　 　 　 ※印と ●印の付いた場合は、 共に適用する 。 ※印が抹消さ れた場合は、 ●印のみ適用する 。

※設備機材等 　 本工事に使用する 設備機材等は、 設計図書に規定する も のま たは、 こ れら と 同等のも のと する 。

　 ただし 、 こ れら と 同等のも のと する 場合は、 監督職員の承諾を 受ける 。

　 ただし 、 標準仕様書に規定さ れる 製作図・ 試験成績書等は除く 。

　 　 ・ 性能証明 備機材等評価名簿（ 最新版） 」 によ る 場合は、 評価書の写し を も っ て 、 標準仕様書第１ 編第1章

ができ る 。

修の機械設備工事機材承諾図様式集（ 最新版） によ る も のと する 。

　 本工事の施工に当たっ ては、 請負契約書第１ ０ 条に基づく 現場代理人は、 主任技術者又は監

※適用する 　 　 　 　 ○適用し ない

○技能士（ 一級）

本工事に必要な 工事用電力・ 水な ど の費用は、 引き 渡し 時ま ですべて 受注者の負担と する 。

理技術者と 同様、 受注者と の直接的かつ恒常的な雇用関係のある 者を 選任する 。

○冷凍空気調和機器施工○建築板金（ ダク ト 製作及び取付け）

※配管（ 配管工事）

※機材の承諾

※機材の品質

※現場代理人

※電気保安技術者

※工事用電力・ 水その他

　 機材の承諾に際し ては、 原則と し て 国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課営繕技術管理室監

　 使用する 機材が、 (      ) 公共建築協会発行の「 建築材料・ 設備機材等品質性能評価事業　 設一社

　 　 （ 積込： ※本工事 ○別途、 　 処分費： ※本工事 ○別途、 　 運搬費： ※本工事 ○別途）

構内につく る こ と が　 ※でき る 　 　 ○でき ない

※設置し な い　 　 　 　 　 ○設置する 　 （ ○本工事　 　 ○別途）

　 に備え 付ける 図書

下記の図書を 監督職員事務所に備え付ける 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○特別管理産業廃棄物

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○引き 渡し を 要する も の　 【 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 】

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○再生資源利用を 図る も の【 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 】

　 ・ 機械設備工事監理指針　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 機械設備工事施工チ ェ ッ ク シ ート

　 ・ 公共建築工事標準仕様書( 機械設備工事編) 　 　 ・ 公共建築設備工事標準図( 機械設備工事編)

○建設副産物の処理

　 及び建設発生土の処理

官公署等への手続き は速やかに行い、 それに要する 費用は、 すべて受注者の負担と する 。

別契約の関係者・ 受注者が定置し たも のは、 無償で 使用でき る 。

現場説明書によ る 。

右記のほか、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○Ｐ Ｃ Ｂ 使用機器　 　 ○臭化リ チ ウム　 　 ○

※監督職員事務所

※官公署への手続き

※監督職員事務所

※建設副産物の処理

※工事用仮設物

※足場・ 作業構台

再生資源利用（ 促進） 計画・ 実施書の提出

実施書について 」 によ る 。

詳細は現場説明書「 Ⅱ特記事項　 14 建設副産物の取扱い　 2 ) 再生資源利用( 促進) 計画・ 　

１ ） ｢建設発生土処理計画書」 及び「 建設副産物等処理計画書｣を 監督職員に提出する 。

２ ） 関係法令等に従い、 適正に廃棄物等を 処理し 、 ｢建設発生土処理報告書」 及び「 建設副産物

　 　 処理報告書｣によ り 監督職員に報告する 。

○建設発生土の処理

現場説明書によ る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○構外指定地に搬出処理　 　 ※( 一財) 城陽山砂利採取地整備公社

右記のほか、

( 運搬及び処分費は　 ○本工事　 　 ○別途)
○構内指示場所に敷き 均し

○構外搬出適切処理

３ ） 冷媒については関係法令に従い適切に破壊処分を 行う （ 家電リ サイ ク ル法対象機器を 除く ） 。

　 　 （ ただし 、 調査費用は　 ※本工事　 ○別途　 と する 。 。 ）

※Ｊ Ｉ Ｓ  Ａ  １ ４ ８ １ －２ 「 建材製品中のア スベスト 含有率測定方法ー第２ 部試料採取及び

ア ス ベス ト 含有の有無を 判定する ための定性分析方法」 又はＪ Ｉ Ｓ  Ａ １ ４ ８ １ －３ 「 建材 
製品中のア スベスト 含有方法ー第３ 部： ア スベスト 含有率の X 線回折定量分析方法」 によ る 。

調査の結果ア ス ベス ト 含有が確認さ れた場合の処理方法は監督員と の協議によ る 。 　

○ア ス ベス ト の処理等

１ ） 次の資機材のア スベスト 含有の有無は以下によ る 。

ア ス ベス ト 成形板の処理等

施工調査　 ア スベスト 成形板の撤去に当たり 、 あら かじ め事前の施工調査を 次の事項

２ ） ア スベスト 含有調査は以下のと おり と する 。

３ ） ア スベスト 含有資機材は関係法令に従い適切に処理する 。

について 行う 。 調査結果は図面によ り 記録し 監督職員に提出する 。

確認範囲　 ※成形板の製造年等の確認　 ○Ｘ 線解析法

・ ア ス ベス ト 成形板使用部位の確認・ ア ス ベス ト 成形板の種別、 厚さ 等の確認

・ ア スベスト 成形板使用数量の確認・ 施工範囲等の確認

　 　 ○煙道の断熱材　 　 　 　 　 ○含有　 ○不含　 ○要調査( 分析資料数： 　 )

　 　 ○配管エ ルボ部保温材　 　 ○含有　 ○不含　 ○要調査( 分析資料数： 　 )

　 　 ○ダク ト パッ キン 　 　 　 　 ○含有　 ○不含　 ○要調査( 分析資料数： 　 )

　 　 ○ア スベスト 成形板　 　 　 ○含有　 ○不含　 ○要調査( 分析資料数： 　 )

　 ・ 公共建築改修工事標準仕様書( 機械設備工事編) 編( 最新版)

　 ・ 建築設備耐震設計施工指針　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 工事写真撮影ガイ ド ブ ッ ク 機械設備工事

第４ 節１ ． ４ ． ２ （ ３ ） の品質及び性能を 有する こ と の証明と な る 資料の提出を 省略する こ と

東宇治中学校

延床面積（ ｍ2 ）

【 工事概要】

　 ２ 　 建物概要

　 ３ 　 工事科目

建物名称 
　 工事科目

 　 空気調和設備

　  換気設備

　  排煙設備

　  自動制御設備

　  衛生器具設備

　  給水設備

　  排水設備

　  給湯設備

　  消火設備

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　 １ 　 工事場所　 　 京都府宇治市五ケ 庄池ノ 浦36-1　 　

●

●

○

●

●

建　 物　 名 構　 　 　 造 階　 　 　 数 備　 　 　 考消防法令別表第一耐震安全性の分類

○甲　 　 ○乙
○甲　 　 ○乙

○甲　 　 ○乙

○甲　 　 ○乙

●印を ついたも のを 適用し 、 各一式と する 。

○

○

○

○

○

○

　  ガス 設備

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　  撤去工事

　  厨房機器設備

　  浄化槽設備

　  医療ガス 設備

● ○ ○

　 機械設備工事特記仕様書　 №１

○ ○ ○

【 特記事項】

　 １ 　 一般事項

　 　 ２ ） 工事種目に電気設備工事及び建築工事を 含む場合、 その仕様は当該図面及び標準仕様書によ る 。

　 ２ 　 特記事項

　 　 　 　 項目及び特記事項は、 ●印を ついたも のを 本工事に適用する 。 ただし 、 ●印のない場合は、 ※印を 適用する 。

　 　 １ ） 特記仕様書及び図面に記載さ れて いな い事項は、 国土交通省大臣官房官庁営繕部の「 公共建築工事標準仕様書

　 　 　 工事編） 平成　 　 　 年版（ 以下「 標準図」 と いう 。 ） 及び「 公共建築改修工事標準仕様書（ 機械設備工事編） 平成

三十一　 　 　 （ 機械設備工事編） 平成　 　 　 年版」 （ 以下、 「 標準仕様書」 と いう 。 ） 、 「 公共建築設備工事標準図（ 機械設備

　 　 　 　 　 　 年版」 によ る 。

三十一

三十一

章

３ ） デジ タ ルカ メ ラ で撮影可と する 。

名　 　 　 称 内　 　 　 　 　 　 容

●完成図 金文字製本

●背貼り 製本（ Ａ ２ 版） 　  ○Ａ ４ フ ァ イ ル止め

●背貼り 製本（ Ａ ２ 版） 　  ○Ａ ４ フ ァ イ ル止め

保守指導案内書（ 機器取説書を 含む）

機器性能試験成績書・ 保証書・ 施工の試験成績書

●諸官庁提出書類 副　 　 本

ア ルバム綴り

大き さ 部　 数

機器製作図　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  フ ァ イ ル止め

Ａ ４ 版

Ａ ４ 版

１ 　 部

２   部

２   部

２ 　 部

１   式

１   部

●完成図

●施工図

●機器完成図等

電子納品については、 現場説明書によ る 。

営繕工事契約関係書類提出書類書式集◆一覧表によ り 提出。

月報　 ※２ 部　 ○３ 部　 　 毎月末に〆め、 翌月の５ 日ま でに提出する 。

２   部

譲する も のと する 。

　 当該建物において 取得する 、 施工図等の著作権に係わる 当該建物に限る 使用権は、 発注者に委

○風量調整（ 測定共） 　 　 　 　 　 　 ●水量調整（ 測定共） 　 　 ○室内外空気の温湿度測定

２ ） 下記の設計用水平震度（ Ｋ Ｈ ） によ り 、 機器製作固定を 行う 。

（ 測定結果は報告書にて
　 提出）

１ ） 設備機器の固定は、 国土交通省国土技術政策総合研究所・ 独立行政法人建築研究所監修の

●特定の施設 ○一般の施設
設  置  場  所

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階、 屋上及び塔屋  2 . 0 ( 2 . 0 )  1 . 5 ( 2 . 0 )  1 . 5 ( 2 . 0 )  1 . 0 ( 1 . 5 )

中　 　 　  間 　 　 　 階  1 . 5 ( 1 . 5 )  1 . 0 ( 1 . 5 )  1 . 0 ( 1 . 5 )  0 . 6 ( 1 . 0 )

１  階 及 び 地 下 階  1 . 0 ( 1 . 0 )  0 . 6 ( 1 . 0 )  0 . 6 ( 1 . 0 )  0 . 4 ( 0 . 6 )

●特定の施設 ○一般の施設
設  置  場  所

水　 　 槽 水　 　 槽

上層階、 屋上及び塔屋 2 . 0 1 . 5

中　 　 　  間 　 　 　 階 1 . 5 1 . 0

１  階 及 び 地 下 階 1 . 5 1 . 0

２ ） 工事完成時、 整理の上、 １ 部提出する 。

○飲料水の水質の測定　 　 　 　 　 　 ○雑用水の水質の測定

　 「 建築設備耐震設計・ 施工指針２ ０ １ ４ 年版」 によ る 。

注１ 　 耐震安全性の分類が甲類の建物は特定の施設を 、 乙類の建物は一般の施設を 適用する 。

　 　 　 乙類の建物が混在する 場合は、 特定の施設を 適用する 。

　 　 　 屋外に設置する 機器は建物の耐震安全性の分類に準じ る 。 ただし 、 敷地内に甲類の建物と

注２ 　 （ 　 　 ） 内の数値は、 防震支持の機器の場合に適用する 。

　 　 　 【 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 】

注３ 　 設計用鉛直震度は、 設計用水平震度の１ ／２ と する 。

注４ 　 上層階の定義は、 ６ 階建以下の場合は最上階、 ７ ～９ 階建の場合は上階２ 階。

注５ 　 重要機器（ 水槽類） は、 下記に示すも のと する 。 （ 水槽類にはオイ ルタ ン ク 等を 含む。 ）

　 ボッ ク ス

　 ボッ ク ス の材質について、 特記がな い場合は亜鉛鉄板製と する 。 ただし 、 グラ ス ウール製と

厚さ ０ ． ６ ｍｍ以上の亜鉛鉄板で補強を 施し たも のと する 。

　 ボッ ク ス の吊り は３ 点支持を 標準と し 、 こ れによ れな い場合は監督職員と の協議によ る 。

　 　 　 Ｓ Ａ 種と する 。 ただし 、 取付け金物について は標準図に準ずる 。

○原図

●完成写真

※工事関係書類

※履行報告

※完成図書

※著作権等

※付属品及び予備品

●一般用弁

１ ） 水道直結部及び図面特記部の耐圧は１ ０ Ｋ 以上、 その他は５ Ｋ 以上と する 。

用途表示のある テ ープ （ 幅は１ ５ ０ ｍｍ以上） で、 ２ 倍長以上重ね合わせで使用する 。

土中埋設の排水用塩ビ ラ イ ニ ン グ鋼管は、 防食処置を 行う 。○防食処理

２ ） 給水・ 給湯用の青銅製弁は、 給水用青銅弁を 使用する 。

て は合成ゴ ム製と する 。

　 機器廻り に取付ける フ レ キシ ブ ルジ ョ イ ン ト は、 鋼板に対し て はベロ ーズ形、 Ｆ Ｒ Ｐ に対し

鋼管用伸縮管継手は下記によ る 。

○フ レ キブ ルジ ョ イ ン ト

○伸縮管継手

　 （ 鋼管用）

○溶接接合

　 ○適用する （ ○放射線透過検査　 　 ○浸透深傷検査又は磁粉深傷検査）

　 埋設表示用テ ープ

●地中埋設標及び

１ ） 保温材の使用は、 下記によ る 。●保温

　 ○ベロ ーズ形　 　 　 　 ○ス リ ーブ 形

　 ○適用し ない

　 　 給水管・ 排水管

　 　 排煙ダク ト ・ 煙道、 排気筒

　 　 その他

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●ポリ スチ レ ン フ ォ ーム保温材　 　 　 ○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ロ ッ ク ウール保温材　 　 　 　 　 　 　 ○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●グラ スウール保温材　 　 　 　 　 　 　 ○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ビ ーズ法ポリ スチ レ ン フ ォ ームに準ずる も の

　 　 ・ 屋外　 　 ○カ ラ ー亜鉛鉄板　 　 ○ス テ ン レ ス 鋼板　 　 ○

　 　 はエ ア 抜弁ま で と する 。

４ ） 保温を 施す膨張水槽等の蓋の保温

５ ） エ ア 抜管の保温厚は２ ０ ｍｍと し 、 仕様は当該配管の項に準ずる 。 ま た、 保温を 行う 範囲

６ ） 露出配管の保温外装種別は、 下記によ る 。

７ ） 弁、 ス ト レ ーナ等の金属製カ バー外装種別は、 下記によ る 。

８ ） 車庫内のダク ト 及び配管の保温は、 機械室によ る 。

２ ） 膨張管及び膨張水槽から の補給水管の保温は、 冷温水管に準ずる 。

○不要

○不要３ ） 鋼板製タ ン ク の保温 ○必要

○必要

　 　 ・ 屋内　 　 ○カ ラ ー亜鉛鉄板　 　 ○ス テ ン レ ス 鋼板　 　 ○

９ ） 合成樹脂製支持受　 　 ○硬質ウレ タ ン フ ォ ームに準ずる も の

○塗装

○屋外( ○ダク ト  ○配管) 　 ○屋内Ｐ Ｓ ･Ｅ Ｐ Ｓ ( ○ダク ト  ○配管)

○屋内機械室・ 電気室( ○ダク ト  ○配管)

標準仕様書によ る 他下記の配管は塗装( 指定色塗装) を 行う 。 ただし 保温を 行う 配管ダク ト を 除く

１ ） 給　 水　 管　 　 地中埋設標（ ●要　 ○不要） 　 埋設表示用テ ープ （ ●要　 ○不要）

２ ） 消　 火　 管　 　 地中埋設標（ ○要　 ○不要） 　 埋設表示用テ ープ （ ○要　 ○不要）

３ ） ガ　 ス 　 管　 　 地中埋設標（ ○要　 ○不要） 　 埋設表示用テ ープ （ ○要　 ○不要）

４ ） 油　 　 　 管　 　 地中埋設標（ ○要　 ○不要） 　 埋設表示用テ ープ （ ○要　 ○不要）

５ ） ブ ラ イ ン 管　 　 地中埋設標（ ○要　 ○不要） 　 埋設表示用テ ープ （ ○要　 ○不要）

●耐震施工

　 標準仕様書第２ 編２ ． ２ ． １ 　 　 　 ～　 　 　 によ る ほか、 下記によ る 。( シ )( ア )

○吹出口及び吸込口

する 場合はＪ Ｉ Ｓ  Ａ  ４ ０ ０ ９ （ 空気調和及び換気設備用ダク ト の構成部材） によ る も のと し 、

ステ ン レ ス製ダク ト の板厚は　 J I S　 A ４ ０ ０ ９ 　 ２ ０ １ ７ によ る○ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾞ ｸﾄの板厚

Ｐ Ｆ 管で配管する 場合は、 樹脂製ボッ ク ス を 使用する 。

　 機器類の能力、 容量等は表示さ れた数値以上と する 。 ただし 、 電動機の出力、 燃料消費量及び

○ボッ ク ス

●容量等の表示

圧力損失は、 表示さ れた数値以下と する 。

　 電動機出力が０ ． ７ ５ ｋ Ｗ以上の低圧三相かご 形誘導電動機の規格は、 Ｊ Ｉ Ｓ  Ｃ  ４ ２ １ ３

（ 低圧三相かご 形誘導電動機－低圧ト ッ プ ラ ン ナーモ ータ ） によ る 。

○誘導電動機

○電線及び電線管

○鋼板製　 　 ○ス テ ン レ ス 鋼板製

電線及び電線管については標準仕様書第４ 編第１ 章第５ 節によ る

○開放形膨張タ ン ク 等 開放形膨張タ ン ク 、 補給水タ ン ク 及び消火用充水タ ン ク の材質は次によ る

　 　 ・ 屋外　 　 ○ス テ ン レ ス 鋼板　 　

完 成 図

※工事写真 １ ） 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢工事写真　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

によ る 。

※総合試運転調整

撮影ガイ ド ブ ッ ク 機械設備工事編( 最新版)

◆宇治市ﾎー ﾑﾍﾟ ｼーﾞ 参照　 　 　 　 　 　 　 　 　 < h t t p : / / w w w . c i t y . u j i . k y o t o . j p >

○室内気流及びじ んあいの測定　 　 ○騒音の測定　 　 　 　 　 　 ○別表２ によ る

　 　 ・ 屋内　 　 ○合成樹脂カ バー１ 　 ○合成樹脂製カ バー２ 　 　 　 ○カ ラ ー亜鉛鉄板

標準仕様書によ る ほか、 別表によ る 。

項　 　 　 目 特　 　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 　 項 項　 　 　 目 特　 　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 　 項

１ ） 既存のコ ン ク リ ート 床・ 壁等の配管貫通部の穴あけは、 原則と し てダイ ヤモ ン ド カ ッ タ ーを

　 使用する 。

２ ） 復旧はモ ルタ ル補修ま で と する 。

施工後確認試験 ○行う （ 国土交通省大臣官房官庁営繕部の公共建築改修工事標準仕様書（ 建築

防火区画部に取付ける 吹出口、 吸込口等で 取付枠を 必要と する も のは鋼枠を 使用する 。○取付枠

ア ン カ ーボルト 及びナッ ト は、 下記によ る 。○機器の基礎

○防火区画 ○平面階　 　 　 　 ○図示　 　 　 　 ○

○掲示板

○天井仕上区分

機械室に操作順序、 注意事項、 連絡先及び系統図な ど を 画いた掲示板を 設ける 。

（ 　 　 　 ） 書き の室名は直天井を 示し 、 その他は二重天井を 示す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○設ける 　 　 　 ○設けな い地下オイ ルタ ン ク

遠隔油量指示計　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○設ける 　 　 　 ○設けな い

○機器側の材質がＳ Ｕ Ｓ 製の場合は、 Ｓ Ｕ Ｓ 製と する 。

オイ ルサービ ス タ ン ク

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 油面制御装置の機能は下記によ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○給油ポン プ の起動、 停止制御用

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○返油ポン プ の起動、 停止制御用

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○満油警報

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○遠隔警報（ ○減油　 　 ○満減油）

油管（ 露出、 ト ラ フ 内）

油管（ 地中）

（ 排気及び通気を 除く ）

○ 標 準 図 　 施 工 ４ ( a) 　 （ ﾌﾚｷｼﾌﾞ ﾙｼﾞ ｮｲﾝﾄを 使 用 ）

○ 標 準 図 　 施 工 ５ ( b) 　 （ ﾎﾞ ｰﾙｼﾞ ｮ ｲﾝﾄを 使 用 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○設ける 　 　 　 ○設けな い副指示計

○建物導入部配管

○消音内貼 ダク ト 及びチャ ン バー、 消音エ ルボの内貼り （ 箇所図示） は下記によ る 。

　 ・ チ ャ ン バーの寸法は、 外形寸法を 示す。

　 （ ただし 、 ダク ト 及び消音エ ルボは、 内形寸法を 示す。 ）

○ド レ ン 抜き

　 ・ 点検口は内貼り 仕様又は断熱戸と する 。

外壁に面する ガラ リ に直接取付ける チ ャ ン バー類に必要に応じ 設ける 。

　 防火防煙ダン パー

○防煙ダン パー及び

　 　 　 　 　 　 　 ○手動復帰式

○給油設備

○設計時の温湿度条件
屋　 　 外場　 　 所

屋内（ 調整目標値）

　 　 　 　 ％

　 　 　 　 ％

　 　 　 　 ℃

　 　 　 　 ℃

　 　 　 　 ％

　 　 　 　 ％

　 　 　 　 ℃

　 　 　 　 ℃

　 　 　 　 ％

　 　 　 　 ％

　 　 　 　 ℃

　 　 　 　 ℃

時　 　 期

冬　 　 期

夏　 　 期

○長方形ダク ト の工法

○コ ーナーボルト 工法（ ○共板フ ラ ン ジ 工法　 　 ○スラ イ ド オン フ ラ ン ジ 工法）

○ア ン グルフ ラ ン ジ 工法

温度（ Ｄ Ｂ ） 湿度（ Ｒ Ｈ ） 温度（ Ｄ Ｂ ） 湿度（ Ｒ Ｈ ） 温度（ Ｄ Ｂ ） 湿度（ Ｒ Ｈ ）

●主要熱源機器 ○吸収冷温水機　 　 　 　 ○チ リ ン グユニッ ト 　 　 　 　 ○空気熱源ヒ ート ポン プ ユニ ッ ト

屋外部分

○ 標 準 図 　 施 工 ５ ( c) 　 （ ｽﾘｰｸｯｼｮﾝを 使 用 ）

　 　 　 　 　 　 　 ○ス テ ン レ ス 鋼製（ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ）

○進相コ ン デン サー

○運転時間計

○運転（ 赤色） 及び停止（ 緑色） 表示

○制御及び操作盤

○鋼材

表示等

接点及び端子

○保護継電器の動作表示

○遠方発停用端子

構成

○温度計

○ガラ ス製棒状温度計　 　 　 　 ○ガラ ス製二重管温度計

○定風量ユニッ ト

　 変風量ユニッ ト

○メ カ ニカ ルタ イ プ

○風速セン サータ イ プ 　 （ ○プ ロ ペラ 形セ ン サー　 ○熱線セ ン サー）

○フ ァ ン コ イ ルユニ ッ ト

　 ｶｾｯﾄ形ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ

風量分配ダク ト は　 　 ○亜鉛鉄板製　 　 　 ○自己消火性のポリ ス チレ ン フ ォ ームな ど

○オン ・ オフ 制御　 　 　 ○ハイ ・ ロ ー制御　 　 ○比例制御

※図面によ る 。

○ｺ ｼーﾞ ｪﾈﾚ ｼーｮﾝ装置

○バーナー制御方式

○電動機盤

○排熱投入形再生器

○高温再生器の構造

○原動機、 発電機　 　 ○燃料電池

○温水熱交換機　 　 　 ○排ガスボイ ラ ー　 　 　 ○排ガス 熱交換機　

○補機付属制御装置　 ○冷却塔（ 放熱用） 　 　 ○

○熱回収用ポン プ 　 　 ○その他

発電方式

熱回収装置

その他装置等

○ダク ト の分岐方法 ○割込み工法　 　 　 　 　 ○直付け工法

○配管材料 冷温水管

　 （ 図面特記部分は除く ） 冷却水管

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○塩ビ ラ イ ニ ン グ鋼管　 （ Ｓ Ｇ Ｐ －Ｖ Ａ 、 Ｓ Ｇ Ｐ －Ｆ Ｖ Ａ ）

蒸気配管

補給水管

膨張管

エ ア 抜き 管

冷媒管

給気管

還　 管

○パッ ケージ 形空気調和機の２ 次側電気配管配線の仕様は製造者の標準仕様と する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○銅管　 　 　 ○断熱材被覆銅管（ ガス管： ハイ グレ ード 仕様）

●イ ン サート 及び

　 　 　 　 　 　 ア ン カ ー

　 あと 施工ア ン カ ー等を 行う 場合は、 改修標準仕様書第２ 編第５ 章によ る 。

復帰方式は　 　 ○遠方復帰式　 （ 電気式（ 定格入力　 Ｄ Ｃ ２ ４ Ｖ 　 ０ ． ６ Ａ 以下） ）

　 ・ 消音内貼り 部分の外部保温は　 　 ○不要　 　 　 ○必要

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 油面計　 ○ゲージ 式　 　 ○ガラ ス 管式

　 ・ 屋外、 多湿室等　 （ ○溶融亜鉛メ ッ キ　 　 　 ○Ｓ Ｕ Ｓ 　 　 　 ）

　 ・ その他　 　 　 　 　 （ ○一般品　 　 　 　 　 　 　 ○　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○配管用炭素鋼鋼管（ 黒） 　 　 ○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ポリ エ チ レ ン 被覆鋼管　 　 　 ○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○配管用炭素鋼管（ 白） 　 　 　 ○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○配管用炭素鋼管（ 白）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○配管用炭素鋼管（ 黒） 　 　 　 ○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○圧力配管用炭素鋼管（ 黒） 　 ○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○配管用炭素鋼管（ 白） 　 　 　 ○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○配管用炭素鋼管（ 白） 　 　 　 ○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○配管用炭素鋼管（ 白） 　 　 　 ○

○工業用バイ メ タ ル式温度計

直だき 吸収冷温水機に（ ○要する 。 　 ○不要で ある 。 ）

○進相コ ン デン サー　 （ ○要　 　 ○不要　 ）

　 　 　 　 　 　 　  ●行わない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 工事編） （ 平成　 　 年度） ） によ る 。３ １

　 　 　 　 　 　 　 ○溶融亜鉛めっ き （ ○２ 種３ ５ 　 ）

○

●主方式 ○全空気方式（ ○中央　 　 ○各階ユニ ッ ト ）

○フ ァ ン コ イ ル・ ダク ト 併用方式　 　 　 ●個別方式 ○

○運転時間表示用端子

○温水出入口温度用端子

○冷水出入口温度用端子

○消費電力表示用端子（ ボイ ラ ーの場合、 小型貫流ボイ ラ ーに適用）

○給水量表示用端子（ ボイ ラ ーの場合、 小型貫流ボイ ラ ーに適用）

○燃料消費量表示用端子（ ボイ ラ ーの場合、 小型貫流ボイ ラ ーに適用）

○集中リ モ コ ン 表示機能 ○運転時間積算○空調エ ネルギー使用量按分

データ ー管理機能

○屋外機吸込温度

○室内温度

○外部記憶媒体への出力

○屋外機吸込温度 ○空調エ ネルギー使用量按分 ○運転時間積算
○室内温度

○湿度調節器用端子

空調用排水管

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○水配管用亜鉛めっ き 鋼管

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○配管用炭素鋼管（ 白） （ ○ねじ 接合　 　 ○ＭＤ ジ ョ イ ン ト によ る 接合）

○リ サイ ク ル硬質ポリ 塩化ビ ニル発泡三層管( Ｒ Ｆ －Ｖ Ｐ )
○ビ ニ ル管（ Ｖ Ｐ ）

●空冷ヒ ート ポン プ 式パッ ケージ 形空気調和機（ ●Ｅ Ｈ Ｐ 　 〇Ｇ Ｈ Ｐ 　 ○　 　 　 　 　 　 　 ）
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章

２ ） フ ァ ン コ イ ルユニッ ト 等のド レ ン 管の保温は、 給排水設備工事の排水管によ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ス テ ン レ ス 鋼板製　 ○溶融亜鉛メ ッ キ鋼板製）

　 　 　 　 　 ○保温化粧ケース 　 （ ○樹脂製　 　 　 　 　 　 ○ア ルミ 合金製

　 ・ 保温化粧ケース の下部カ バー　 　 ○必要　 　 ○不要

３ ） 加湿用給水水槽の保温は膨張タ ン ク に準ずる 。

４ ） ト ラ フ 内の油管はプ ラ ス チッ ク テ ープ １ ／２ 重ね１ 回巻き と する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●ビ ニ ル管（ Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 呼び径６ ０ Ｓ ｕ 以下は拡管式、 呼び径７ ５ Ｓ ｕ 以上は溶接接合）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ステ ン レ ス鋼管（ Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ ）地中配管［ 屋外］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○塩ビ ラ イ ニン グ鋼管（ Ｓ Ｇ Ｐ －Ｖ Ｄ 、 Ｓ Ｇ Ｐ －Ｆ Ｖ Ｄ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ポリ 粉体ラ イ ニン グ鋼管（ Ｓ Ｇ Ｐ －Ｐ Ｄ 、 Ｓ Ｇ Ｐ －Ｆ Ｐ Ｄ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●ビ ニ ル管（ Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○塩ビ ラ イ ニン グ鋼管（ Ｓ Ｇ Ｐ －Ｖ Ｄ 、 Ｓ Ｇ Ｐ －Ｆ Ｖ Ｄ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ポリ 粉体ラ イ ニン グ鋼管（ Ｓ Ｇ Ｐ －Ｐ Ｄ 、 Ｓ Ｇ Ｐ －Ｆ Ｐ Ｄ ）

○緊急遮断弁装置

○量水器

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○水道用ポリ エ チレ ン 二層管（ ５ ０ φ以下） （ ※２ 種　 ○１ 種）

○要 ○　 不要

駆動方式 ○電気式 ○機械式

○ダク ト の工法 ○ア ン グルフ ラ ン ジ 工法

○コ ーナーボルト 工法（ ○共板フ ラ ン ジ 工法　 ○ス ラ イ ド オン フ ラ ン ジ 工法）

○ダク ト の分岐方法 給気ダク ト 　 　 　 　 ○割込み方式　 　 ○直付け方式

排気ダク ト 　 　 　 　 ○割込み方式　 　 ○直付け方式

○厨房排気ダク ト の板厚 厨房排気ダク ト は亜鉛鉄板製と し 、 板厚は下記によ る 。

○スパイ ラ ルダク ト

ダ　 ク 　 ト 　 の　 長　 辺

　 　 ４ ５ ０ ｍｍ以下

　 　 ４ ５ ０ ｍｍを 超え１ ２ ０ ０ ｍｍ以下

　 　 １ ２ ０ ０ ｍｍを 超え １ ８ ０ ０ ｍｍ以下

　 　 １ ８ ０ ０ ｍｍを 超え る も の

板　 　 厚

０ ． ６ ｍｍ

０ ． ８ ｍｍ

１ ． ０ ｍｍ

１ ． ２ ｍｍ

○排気フ ード

２ ） 排気ﾌ ﾄーﾞ 廻り に取付ける 幕板は、 上記ﾌ ﾄーﾞ と 同材質と する 。

１ ） 排気ﾌ ﾄーﾞ の補強・ 支持金物・ 接合剤等は、 亜鉛鉄板製ダク ト の当該事項によ る も のと し 、

　 材質は下記によ る 。

○保　 　 　 　 　 温

○保温

※図面によ る 。

○小便器用節水装置

○自動水栓

手動ス イ ッ チ

電気供給方式

電気供給方式

○　 無し

○大便器用洗浄弁 操作方式 ○手動式

○電気開閉式 （ ○セン サー式 ○タ ッ チス イ ッ チ式 ）
○水石けん入れ

○身障者用器具

○排煙対象部分 ○廊下　 　 　 　 ○事務室　 　 　 　 ○図示　 　 　 　 ○最大面積　 　 　 　 　 ｍ2

○ダク ト の種別 ○高圧１ ダク ト 　 　 　 　 ○高圧２ ダク ト

○ダク ト の工法

○ダク ト の材料

○排煙口 １ ） 形　 状　 　 　 　 　 ○スリ ッ ト フ ェ ース 形　 　 ○パネル形　 　 　 ○ダン パー形

２ ） 排煙口の開放　 　 ○手動　 　 　 （ ○機械式　 ○電気式） 　 　 　 ○煙感知器連動

３ ） 復帰装置　 　 　 　 ○手元復帰式（ ○手動式　 ○電気式） 　 　 　 ○遠方復帰式

４ ） ダン パー本体及び操作箱と の渡り 配線は本工事と し 、 それ以降の制御配管配線は別途工事と

　 　 する 。

●給水方式

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○塩ビ ラ イ ニン グ鋼管（ Ｓ Ｇ Ｐ －Ｖ Ａ 、 Ｓ Ｇ Ｐ －Ｆ Ｖ Ａ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●ビ ニ ル管（ Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 呼び径６ ０ Ｓ ｕ 以下は拡管式、 呼び径７ ５ Ｓ ｕ 以上は溶接接合）

一般配管　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ステ ン レ ス鋼管（ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ）

　 （ 図面特記部分は除く ）

●配管材料

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 呼び径６ ０ Ｓ ｕ 以下は拡管式、 呼び径７ ５ Ｓ ｕ 以上は溶接接合）

地中配管［ 屋内］　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ステ ン レ ス鋼管（ Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●ポリ 粉体ラ イ ニン グ鋼管（ Ｓ Ｇ Ｐ －Ｐ Ｂ 、 Ｓ Ｇ Ｐ －Ｆ Ｐ Ｂ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○水道用ポリ エ チレ ン 二層管（ ５ ０ φ以下） （ ※２ 種　 ○１ 種）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ポリ エ チ レ ン 管の接合方法は ○電気融着 ○メ カ ニカ ル）

保温を 行う 場合の仕様は標準仕様書第２ 編第３ 章第１ 節によ る 。

　 　 　 　 　 露 出 部　 　 ○保温化粧ケース （ 塩化ビ ニル樹脂製）

　 　 　 ○ス テ ン レ ス 鋼板（ 補強共） 　 　 　 ○亜鉛鉄板

　 　 　 ○本工事　 　 　 　 ○別途工事

○ア ン グルフ ラ ン ジ 工法

○亜鉛鉄板製　 　 　 　 　 ○普通鋼板製

○Ａ Ｃ 電源　 　 ○乾電池　 　 　 ○水流発電充電池

○Ａ Ｃ 電源　 　 ○乾電池　 　 　 ○水流発電充電池

○　 有り

○手洗器一体型　 　 　 ○手洗器分離型　 　 　 ○

２ ） 洗面器の水栓は自動水栓と する 。

１ ） 大便器洗浄弁　 　 ○セン サー式　 　 　 ○タ ッ チ スイ ッ チ 式　 　 　 ○レ バー式

浴室・ 厨房（ 多湿箇所） の外気取入ダク ト の保温　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○不要　 　 ○必要

外気取入ダク ト の保温（ 空調を 行っ て いる 室について） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○不要　 　 ○必要

全熱交換器ま で の外気取入ダク ト の保温（ 空調を 行っ て いる 室について） 　 ○不要　 　 ○必要

全熱交換器以降の外気取入ダク ト の保温（ 空調を 行っ て いる 室について） 　 ○不要　 　 ○必要

床下及び暗渠内の保温　 　 　 ○不要　 　 　 ○必要（ 図示）

３ ） グリ ス フ ィ ルタ ーの予備　 　 ○不要　 　 　 ○必要

　 ・ 屋外　 ○ステ ン レ ス鋼板

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

○水道直結方式　 　 ○高置タ ン ク 方式　 ○増圧ポン プ 方式( 水道用直結加圧形ポン プ ユニッ ト )

●ポン プ 直送方式( 小型給水ポン プ ユニッ ト )

○現地表示式( 直読式)

○遠隔表示式

○ア ルミ フ レ キシ ブ ルダク ト

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○水道配水用ポリ エ チレ ン 管（ ５ ０ φ以上） （ Ｐ Ｅ ）

○瞬間流量計 ○固定形　 　 　 　 　 　 個

○着脱可能形　 　 （ 測定用タ ッ ピ ン グ　 　 　 個　 　 本体　 　 　 個）

○保温

　 （ 図面特記部分は除く ）

１ ） 冷媒管の保温外装は下記によ る 。

○鋼板製煙道

○ばい煙濃度計の取付座

○伸縮継手

○ばいじ ん量測定口

○掃除口
○ばい煙濃度計 ○フ ァ ン 付　 　 　 ○フ ァ ン な し

　 ・ 屋内　 隠ぺい部　 　 ○不要　 　 ○必要

厚さ 　 　 　 ○３ ． ２ ｍｍ　 　 　 ○４ ． ５ ｍｍ

（ 電源は熱源機器付属制御盤よ り 取出し 、 配管配線共本工事に含む）

項　 　 　 目 特　 　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 　 項 章 項　 　 　 目 特　 　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 　 項

●配管材料 屋内雑排水管

　 （ 図面特記部分は除く ）

屋内汚水排水管

通気管

鋼管類のポン プ ア ッ プ 排水用の配管は、 塩ビ ラ イ ニ ン グ鋼管（ Ｓ Ｇ Ｐ －Ｖ Ａ 、 Ｓ Ｇ Ｐ －Ｆ Ｖ Ａ ）

（ 地中配管はＳ Ｇ Ｐ －Ｖ Ｄ 、 Ｓ Ｇ Ｐ －Ｆ Ｖ Ｄ ） と し 、 継手はフ ラ ン ジ 又はハウジ ン グ形継手と

する 。

○満水試験継手

○負担金

○本管接続工事

地中配管［ 屋内］

地中配管［ 屋外］

○水栓柱

●給湯方式

●配管材料

○中央式　 　 　 ●局所式

○ステ ン レ ス鋼管

○耐熱性塩ビ ラ イ ニ ン グ鋼管

○保温付き 被覆銅管

●保温

○屋内消火栓　 　 　 　 　 ○ス プ リ ン ク ラ ー

○連結送水管　 　 　 　 　 ○

○泡消火　 　 　 　 　 　 　 ○不活性ガス 消火（ 　 　 　 　 　 ）

○消火設備の種類

○表示灯

○配管材料

　 （ 図面特記部分は除く ）

○保温

屋内外地中配管

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○圧力配管用炭素鋼管（ 白）

一般配管

●ガスの種類

○ガスメ ータ ー

●配管材料 一般配管

屋内外地中配管

都市ガスの場合は、 供給者仕様によ る 。

○地中埋設管の接合法 ○Ｓ Ｇ Ｍ工法　 　 ○ネジ 工法　 　 ○Ｐ Ｅ 管工法

○ピ ッ ト 内施工法

○負担金

○本管接続工事

○

○

○ガス 用ポリ エ チレ ン 管

○ポリ エ チ レ ン 被覆鋼管

（ 図面特記部分は除く ）

親メ ータ ー

子メ ータ ー

○掘削工法 ○パーカ ッ シ ョ ン 式 ○ロ ータ リ ー式 ○ダウン ザホールハン マー式

○孔口保護管 深度 （ 　 　 　 　 ） ｍ

○ケーシ ン グ材質 ○配管用ステ ン レ ス鋼鋼管

●ビ ニ ル管（ Ｖ Ｐ ）

○鋼管（ Ｓ Ｇ Ｐ Ｗ） （ ○ねじ 接合　 ○ＭＤ ジ ョ イ ン ト によ る 接合）

○排水用塩ビ ラ イ ニ ン グ鋼管

○

●ビ ニ ル管（ Ｖ Ｐ ）

●ビ ニ ル管（ Ｖ Ｐ ）

●ビ ニ ル管（ Ｖ Ｐ ）

○鋼管（ Ｓ Ｇ Ｐ Ｗ） （ ○ねじ 接合　 ○ＭＤ ジ ョ イ ン ト によ る 接合）

○耐火二層管 ○

○リ サイ ク ル硬質ポリ 塩化ビ ニル発泡三層管（ Ｒ Ｆ －Ｖ Ｐ ）

○ビ ニル管（ Ｖ Ｕ ）

○ビ ニル管（ Ｖ Ｕ ）

○リ サイ ク ル硬質ポリ 塩化ビ ニル三層管（ Ｒ Ｓ －Ｖ Ｕ ）

○リ サイ ク ル硬質ポリ 塩化ビ ニル管（ Ｒ Ｅ Ｐ －Ｖ Ｕ ）

○リ サイ ク ル硬質ポリ 塩化ビ ニル三層管（ Ｒ Ｓ －Ｖ Ｕ ）

○リ サイ ク ル硬質ポリ 塩化ビ ニル管（ Ｒ Ｅ Ｐ －Ｖ Ｕ ）

○ス テ ン レ ス 製　 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

○排水用塩ビ ラ イ ニン グ鋼管　 　

○ア ルミ ニウム合金製（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

特記なき 場合、 水栓取付け高さ は約６ ０ ０ と する 。

○加入金・ 負担金

○本管引込工事

３ ） 寒冷地では凍結深度以上と する 。

●管の埋設深さ

●排水方式

●放流式 汚水　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●直放流下水管　 　 　 ○浄化槽　 　 　 ○

雑排水　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●直放流下水管　 　 　 ○浄化槽　 　 　 ○別途桝・ 側溝

湧水ポン プ ア ッ プ 　 　 　 　 　 ○直放流下水管　 　 　 ○雨水側溝　 　 ○雨水桝

ガス湯沸器の排気筒の隠蔽箇所の保温は、 標準仕様書第２ 編３ ． １ ． ５ の表２ ． ３ ． ５ による。

屋内消火栓箱には、 消火ポン プ 運転表示灯取付用口を 設ける 。

●ビ ニ ル管（ Ｖ Ｐ ）

○耐火二層管 ○

○Ｒ Ｆ －Ｖ Ｐ

雨水ポン プ ア ッ プ 　 　 　 　 　 ○直放流下水管　 　 　 ○雨水側溝　 　 ○雨水桝

○合成樹脂製　 　 　 　 （ ７ ０ ｘ ７ ０ ｘ １ ３ ０ ０ Ｈ ）

１ ） 一般敷地　 　 　 　 　 ○３ ０ ０ ｍｍ　 　 　 ○

２ ） 構内車両通路　 　 　 ○６ ０ ０ ｍｍ　 　 　 ○

汚水と 雑排水　 　 　 [ 屋内] 　 ●分流式　 　 　 ○合流式

汚水・ 雑排水と 雨水[ 屋外] 　 ●分流式　 　 　 ○合流式

○必要（ 図示箇所に取付ける ） 　 　 ○不要

○不要　 　 　 　 ○必要（ ○別途　 ○本工事）

○本工事　 　 　 ○別途工事

●銅管（ 壁又は床埋設を する 場合は、 保温付被覆銅管を 使用し て も よ い。 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○配管用炭素鋼管（ 白）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○外面被覆鋼管（ Ｓ Ｇ Ｐ －Ｖ Ｓ ）

消火用充水タ ン ク の保温を 　 　 　 ○施工する （ 膨張タ ン ク によ る ） 　 ○施工し ない

消火用呼水タ ン ク の保温を 　 　 　 ○施工し ない　 　 ○施工する （ 膨張タ ン ク によ る ）

屋外露出管の保温を 　 　 　 　 　 　 ○施工し ない　 　 ○施工する （ 給水管の保温仕様に準ずる ）

屋内露出管の保温を 　 　 　 　 　 　 ○施工し ない　 　 ○施工する （ 給水管の保温仕様に準ずる ）

ト レ ン チ内の保温を 　 　 　 　 　 　 ○施工し ない　 　 ○施工する （ 給水管の保温仕様に準ずる ）

●都市ガス 　 　 　 　 （ 発熱量　 ●４ ５ ， ０ ０ ０ kJ/N　    ｍ3　 　 ○　 　 　  　  KJ/N　 　 ｍ3　 ）

○液化石油ガス 　 　 （ ○５ ０ ｋ ｇ 　 　 　 　 本立　 　 　 ○２ ０ ｋ ｇ 　 　 　 　 本立）

○貸与品　 　 ○購入

○購入　 　 　 ○貸与品

○配管用炭素鋼鋼管（ 白）

計量方式　 （ ○直読式　 　 ○パルス式）

○溶接工法

○不要　 　 　 　 ○必要（ ○別途　 ○本工事）

○本工事　 　 　 ○別途工事

○配管用炭素鋼鋼管（ 黒管）

○本工事　 　 ○別途工事

○不要　 　 　 ○必要（ ○別途　 　 ○本工事）

○リ サイ ク ル硬質ポリ 塩化ビ ニル発泡三層管（ Ｒ Ｆ －Ｖ Ｐ ）

○コ ン ク リ ート 管

○耐火二層管 ○

ポン プ 排水　 　 　 　 　 　 　 　 ○有り ( ○雑排水 ○汚水 ○雨水 ○湧水 ○浄化槽２ 次側)  ●なし

地中配管　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○消火用ポリ エ チ レ ン 管（ Ｐ Ｅ ）

章 項　 　 　 目 特　 　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 　 項

○掘削工法 ○ロ ータ リ ー式 ○ダウン ザホールハン マー式

○形式 ○ユニ ッ ト 形　 　 ○現場施工形

○処理方法

※図面によ る 。

安全装置の適用は図面によ る 。

○回転振動式

○ロ ータ リ ーパーカ ッ シ ョ ン 式

○小規模合併処理( 別紙参照)

○合併処理( 別紙参照)

鉄筋探査機によ り 探査し 鉄筋、 配管類の位置に墨出し を 行う 。

参考メ ーカ ー　 日本無機㈱　 ハン ディ サーチ Ｒ Ｃ レ ーダー　 Ｎ Ｊ Ｊ -８ ５ 型同等品

試験機器類の校正記録を 提出する 。

機器類搬入時、 撤去材搬出時、 外部掘削時に配置する 。

カ ラ ーコ ーン 、 コ ーン ウェ イ ト 、 コ ーン バーにて 囲いながら 掘削する 。

１ , ５ ２ ４ ×６ , ０ ９ ６ ×厚２ ２ ㎜

（ ﾀﾞ ｲﾔﾄﾞ ﾘﾙ穴明け）

●コ ア 抜き

●校正記録

○交通誘導員

○保安器材

○鉄板敷き

○工具箱（ ド ラ イ バー、 モ ン キーレ ン チ 、 組スパナー、 ハン マ ー）

○イ ージ ーキャ ビ ネッ ト 　 　 　 　 　 　 箱　 　 ○キーボッ ク ス

○盤類予備品（ ラ ン プ 及びヒ ュ ーズの１ ０ ０ ％）

○マ ン ホールフ ッ ク 　 　 ○パイ プ レ ン チ 　 　 ○ポン プ プ ラ イ ヤー　 　 ○ラ バーカ ッ プ （ 大、 小）

別表　 付属品・ 予備品

試験・ 検査

●水圧試験　 　     　 ○排水満水試験　 　 　  ●排水通水試験

●気密試験　 　 　     ●点火試験　 　 　 　    ●機器類動作試験　    　  ●風量測定    　  　   ○吹出口温度測定　

○騒音測定　       　 ○振動測定　 　        ○絶縁試験

○消防設備試験　 　   ○水質検査　 　      　 ○水槽水張り 試験　 　 　   ○ア ン カ ー引張試験
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図中　 　 印の、 配管（ 配管付属品を 含む） の撤去を 行う 。

特記事項
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本工事にて撤去する 、 器具・ 配管類については、 関係法規に基づき 適切に処分する こ と 。

３ ) 図中 ★ 印は既設配管接続箇所を 示す。

図中　 　 印の、 配管（ 配管付属品を 含む） の撤去を 行う 。

特記事項
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図中 ※ 印は既設配管切断箇所を 示す。 （ 改修後に接続し な いも のはプ ラ グ（ キャ ッ プ ） 止めと する 。 ）
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本工事にて撤去する 、 器具・ 配管類については、 関係法規に基づき 適切に処分する こ と 。

３ ) 図中 ★ 印は既設配管接続箇所を 示す。

図中　 　 印の、 配管（ 配管付属品を 含む） の撤去を 行う 。

特記事項
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A3

A2

図　番

東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３） Ｍ－
給排水衛生設備　衛生器具リスト

[新館棟]　(改修) NONE

NONE
07

給水栓

付属品
（ Ｗ）

消費電力
電　 源参考品番仕　 様

洗面器 TLG04101J. TLDP2105J. TL4CFU. TL250D

１ 　 階

化粧鏡

単水栓

給水栓

立型、 泡沫タ イプ

横型

１450×600

準備室

１

音楽

TK605FR

衛生器具リ スト

器　 具　 名

YM4560F

L210C

6

手洗い

4

１１

廊下

手洗い

廊下

階段前便所前

2

昇降口2

便所前

手洗い

廊下

１

6

１１

１

6 44

１１

階段前

３ 　 階

合計手洗い

廊下

階段前便所前

手洗い

廊下

手洗い

廊下

２ 　 階

30

8T23BNR13C
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東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３） Ｍ－
1/50[新館棟]　（改修）

１階　昇降口2　相談室　生徒会室詳細図
08

４ )

新設配管に伴う 、 スラ ブ はつり ・ 復旧については建築工事と する 。 但し 、 配管立上げに伴う コ ア抜き は本工事と する 。

図中の ★ 印は、 既設配管への接続箇所を し めす。

躯体貫通には、 ダイ ヤモン ド カ ッ タ ーを 使用する こ と 。

３ )

２ )

特記事項

１ )

位置を 貫通する こ と 。 ただし 、 梁・ 耐力壁等の構造体の貫通は不可と する 。

配管施工に伴う 躯体貫通については、 極力既設貫通穴を 利用し 新規貫通を 行う 場合には、 鉄筋探査を 行い配筋を 切断し ない

５ )

図中の 　 　 　  印は、 貫通穴明け・ 補修箇所を 示す。

■　 （ 改修） １ 階　 昇降口2　 相談室　 生徒会室詳細図　 　 　 S=1/50
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501/500 25m20151015m 図　番縮　尺

70.7%A3

A2

設　計 課　長 係　長 係 工事名山 崎 設 計株式会社 図　名

1/50
東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３） Ｍ－

給排水衛生設備　１階 準備室　第２技術室　平面詳細図

[新館棟]　(現況・撤去)

09
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+
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廊 下( 2)

UP

塗装室準備室

第２ 技術室

Y6

Y8

Y11
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Y7

配管撤去については、 支持金物・ 吊り ﾎ゙ ﾙﾄまで全て撤去し 、 貫通穴・ ｱﾝｶｰ跡の穴埋め・ 補修まで全て本工事と する 。

給水栓

図中　 　 印及び建物内（ 　 　 　 　 　 　 部） の、 器具・ 配管（ 配管付属品を 含む） の撤去を 行う 。 ※屋内埋設の排水管は除く

屋内配管・ 器具の撤去に伴う 、 スラ ブ （ 壁） はつり ・ 復旧は建築工事と する 。

本工事にて撤去する 、 器具・ 配管類については、 関係法規に基づき 適切に処分する こ と 。

図中 ※ 印は既設配管切断箇所を 示す。 （ 改修後に接続し ないも のはプ ラ グ（ キャ ッ プ ） 止めと する 。 ）
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部屋名 １ 階　 第２ 理科室

撤去機器リ ス ト
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注記： 埋設部の不要と なる 給水・ ガス配管は残置と する 。 （ 端末のプ ラ グ処理のみ）

ガス配管切離し ・ プ ラ グ止め
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桝にて既設管処理を 行う こ と 。
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■　 ( 撤去) 　 １ 階 準備室　 第２ 技術室　 平面詳細図　 　 　 S=1/50
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70.7%A3

A2 1/50[新館棟]　(現況・撤去)

設　計 課　長 係　長 係 工事名山 崎 設 計50
1/100 1/300

105m43210 株式会社501/500 25m20151015m 図　番縮　尺

東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３） Ｍ－
給排水衛生設備　２階 第３理科室･準備室 平面詳細図

図　名

10

X8 X9 X10

14

配管撤去については、 支持金物・ 吊り ﾎ゙ ﾙﾄまで全て撤去し 、 貫通穴・ ｱﾝｶｰ跡の穴埋め・ 補修まで全て本工事と する 。

給水栓

図中　 　 印及び建物内（ 　 　 　 　 　 　 部） の、 器具・ 配管（ 配管付属品を 含む） の撤去を 行う 。 ※屋内埋設の排水管は除く

屋内配管・ 器具の撤去に伴う 、 スラ ブ （ 壁） はつり ・ 復旧は建築工事と する 。

本工事にて撤去する 、 器具・ 配管類については、 関係法規に基づき 適切に処分する こ と 。

図中 ※ 印は既設配管切断箇所を 示す。 （ 改修後に接続し ないも のはプ ラ グ（ キャ ッ プ ） 止めと する 。 ）
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A3

A2 1/50

図　名

給排水衛生設備　１～３階 廊下手洗い詳細図１

[新館棟]　(現況・改修)

東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３） 11
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現況

１ 階 廊下手洗い 平面詳細図

１ 階 廊下手洗い 平面詳細図 S=1/50２ ・ ３ 階 廊下手洗い 平面詳細図
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改修
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】

20
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2
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T14BA-50

T14BA-50

2
0
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0

2
0

2
5

( ２ 階のみ)

（ ２ 階のみ）

仕　 様

撤去機器リ ス ト

２ 階・ ３ 階　 手洗所部屋名

6

機器名称

給水栓

６ ) 図中の給水・ ガス配管は二重床内コ ロ ガシ配管と する 。

配管撤去については、 支持金物・ 吊り ﾎ゙ ﾙﾄまで全て撤去し 、 貫通穴・ ｱﾝｶｰ跡の穴埋め・ 補修まで全て本工事と する 。

２ )

３ )

４ )

５ )

特記事項

１ )

図中 ※ 印は既設配管切断箇所を 示す。 （ 改修後に接続し ないも のはプ ラ グ（ キャ ッ プ） 止めと する 。 ）

本工事にて撤去する 、 器具・ 配管類については、 関係法規に基づき 適切に処分する こ と 。

屋内配管・ 器具の撤去に伴う 、 スラ ブ （ 壁） はつり ・ 復旧は建築工事と する 。

図中　 　 印及び建物内（ 　 　 　 　 　 　 部） の、 器具・ 配管（ 配管付属品を 含む） の撤去を 行う 。

個数

配管施工に伴う 躯体貫通については、 極力既設貫通穴を 利用し 新規貫通を 行う 場合には、 鉄筋探査を 行い配筋を 切断し ない

５ )

位置を 貫通する こ と 。 ただし 、 梁・ 耐力壁等の構造体の貫通は不可と する 。

１ )

口径

100φ

 50φ

４ )

3

給水管、 排水管（ ～50A） 3

図中の 　 　 　  印は、 貫通穴明け・ 補修箇所を 示す。

図中の ★ 印は、 既設配管への接続箇所を し めす。

仕　 様

躯体貫通には、 ダイ ヤモン ド カ ッ タ ーを 使用する こ と 。

３ )

２ )

特記事項 給水管（ ～25A）

新設配管に伴う 、 スラ ブ はつり ・ 復旧については建築工事と する 。 但し 、 配管立上げに伴う コ ア抜き は本工事と する 。

ス ラ ブ 貫通 穴明け ・ 補修 リ ス ト

器具接続用立上り 管のス ラ ブ 貫通を 示す。

注： 廊下給排水管は露出配管と する 。

仕　 様

撤去機器リ ス ト

１ 階　 手洗所

個数

6

部屋名

給水栓

個数機器名称

注： 廊下給排水管は露出配管と する 。
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設　計　番　号 設計年度

株式会社501/500 25m20151015m 図　名 図　番縮　尺

70.7%A3

A2 1/50

給排水衛生設備　１～３階 廊下手洗い詳細図２

[新館棟]　(現況・改修)

東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３） Ｍ－12

給水栓

機器名称

6

部屋名 ２ 階・ ３ 階　 手洗所

撤去機器リ ス ト

仕　 様 個数個数仕　 様

撤去機器リ ス ト

２ 階　 手洗所部屋名

6

機器名称

給水栓

【 撤去】【 撤去】【 撤去】 【 撤去】

※

※

※ ※ ※

【 撤去】 【 撤去】 【 撤去】

★★★ ★

50 5050

7
5

5
0

7
5

5
0

5
0

5050

50

50 50

5
0

5
0

7
5

5
0

7
5

T14BA-50 T14BA-50T14BA-50

2020

GV-25

25

2
5

2
5

25

【
残

置
】

25

COA-50

COA-75

2020

T14BA-50 T14BA-50 T14BA-50

【 残置】

流し 下露出

GV-25

25

壁貫通穴開け・ 補修

2020 20

20

GV-25

65 656565

2520

流し 下露出

25

202020

壁貫通穴開け・ 補修×２

25

現況

２ ・ ３ 階 廊下手洗い 平面詳細図 S=1/50１ 階 廊下手洗い 平面詳細図 S=1/50

現況

１ 階 廊下手洗い 平面詳細図 S=1/50

改修

６ ) 図中の給水・ ガス配管は二重床内コ ロ ガシ配管と する 。

配管撤去については、 支持金物・ 吊り ﾎ゙ ﾙﾄまで全て撤去し 、 貫通穴・ ｱﾝｶｰ跡の穴埋め・ 補修まで全て本工事と する 。

２ )

３ )

４ )

５ )

特記事項

１ ) 図中　 　 印及び建物内（ 　 　 　 　 　 　 部） の、 器具・ 配管（ 配管付属品を 含む） の撤去を 行う 。

本工事にて撤去する 、 器具・ 配管類については、 関係法規に基づき 適切に処分する こ と 。

屋内配管・ 器具の撤去に伴う 、 スラ ブ （ 壁） はつり ・ 復旧は建築工事と する 。

図中 ※ 印は既設配管切断箇所を 示す。 （ 改修後に接続し ないも のはプラ グ（ キャ ッ プ ） 止めと する 。 ）

新設配管に伴う 、 スラ ブ はつり ・ 復旧については建築工事と する 。 但し 、 配管立上げに伴う コ ア抜き は本工事と する 。

躯体貫通には、 ダイ ヤモン ド カ ッ タ ーを 使用する こ と 。

３ )

２ )

特記事項

５ )

配管施工に伴う 躯体貫通については、 極力既設貫通穴を 利用し 新規貫通を 行う 場合には、 鉄筋探査を 行い配筋を 切断し ない

位置を 貫通する こ と 。 ただし 、 梁・ 耐力壁等の構造体の貫通は不可と する 。

１ )

４ )

図中の 　 　 　  印は、 貫通穴明け・ 補修箇所を 示す。

図中の ★ 印は、 既設配管への接続箇所を し めす。

S=1/50

改修

２ ・ ３ 階 廊下手洗い 平面詳細図

 50φ

仕　 様

ス ラ ブ 貫通 穴明け ・ 補修 リ ス ト

4

個数

給水管（ ～25A）

給水管、 排水管（ ～50A）

口径

器具接続用立上り 管のス ラ ブ 貫通を 示す 。

―
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70.7%A3

A2 1/50

給排水衛生設備　３階 廊下手洗い詳細図３

[新館棟]　(現況・撤去)

東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３） Ｍ－13

【 撤去】

【 撤去】

【 撤去】

【 撤去】

※

5
0

5
0

S=1/50

現況

(天
井

面
露

出
)

1
0
0

1
0
0

( 天井面露出)

廊下( 2)

2
0

2
0

20
GV-20

T14BA-50

T14BA-50

６ ) 図中の給水・ ガス配管は二重床内コ ロ ガシ配管と する 。

配管撤去については、 支持金物・ 吊り ﾎ゙ ﾙﾄまで全て撤去し 、 貫通穴・ ｱﾝｶｰ跡の穴埋め・ 補修まで全て本工事と する 。

２ )

３ )

４ )

５ )

特記事項

１ )

図中 ※ 印は既設配管切断箇所を 示す。 （ 改修後に接続し ないも のはプ ラ グ（ キャ ッ プ ） 止めと する 。 ）

本工事にて撤去する 、 器具・ 配管類については、 関係法規に基づき 適切に処分する こ と 。

屋内配管・ 器具の撤去に伴う 、 スラ ブ （ 壁） はつり ・ 復旧は建築工事と する 。

図中　 　 印及び建物内（ 　 　 　 　 　 　 部） の、 器具・ 配管（ 配管付属品を 含む） の撤去を 行う 。

給水栓

機器名称

部屋名

撤去機器リ ス ト

仕　 様 個数

３ 階 廊下手洗い 平面詳細図

３ 階　 手洗所

4

X9X8
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4
,
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Ｍ－
A3

A2 NONE

図　名

[新館棟]

空調・換気設備　機器リスト
東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３）

NONE
14

( 天井内) アルミ ガラ ス ク ロ ス

室内外操作線

冷媒用被覆銅管( 液) 10t

室内外操作線

ポリ エチレ ン フ ィ ルム

( 屋外露出) Ｓ Ｕ Ｓ 巻き

( 屋内露出) カ ラ －鉄板巻き

液管　 １ ０ MM

保温厚

保温、 断熱断面図　 （ 冷媒管のみの場合）

ガス管　 １ ０ MM

冷媒用被覆銅管( ガス) 10t

機　 器　 表

記　 号
冷房能力 暖房能力 圧縮電動機 送風電動機

冷房 暖房

製　 　 品

Ｗ×Ｄ ×Ｈ

本体寸法( mm）
台数

( KW） （ φ　 ｖ ）

電　 源

　 重量（ kg）

設 置 場 所
運転電流

消費電力（ W）

( KW/h） ( KW/h） ( KW）

冷媒管

( ｍ/ｍ)

名　 称 型　 式
燃料燃料

（ KW） 冷房 （ KW） 暖房MAX（ Ａ ）

備 考

参考品番

1φ×200V

1φ×200V

1φ×200V

リ モコ ン スイ ッ チ共

リ モコ ン スイ ッ チ共

リ モコ ン スイ ッ チ共

リ モコ ン スイ ッ チ、

予備フ ィ ルタ －共

予備フ ィ ルタ －共

予備フ ィ ルタ －共

予備フ ィ ルタ －共

ACP

ACP

ACP

ACP

1

2

3

4

パッ ケージ型ルームエアコ ン

壁かけ式

パッ ケージ型ルームエアコ ン

壁かけ式

パッ ケージ型ルームエアコ ン

パッ ケージ型ルームエアコ ン

6. 3 7. 1 1630 1630

1500 1500

1500 1500

1φ×100V

1500 1500 １

１

１

１

1階　 生徒用相談室

1階　 カ ウン セリ ン グルーム

1階　 相談室1

1階　 相談室2

1φ×200V リ モコ ン スイ ッ チ、

予備フ ィ ルタ －共

ACP
5

パッ ケージ型ルームエアコ ン 1500 1500 １ 1階　 生徒会室

1φ×200V リ モコ ン スイ ッ チ、

予備フ ィ ルタ －共

ACP パッ ケージ型ルームエアコ ン 1500 1500
6

３ 3階　 マルチルーム

天吊露出式

天吊露出式

天吊露出式

天吊露出式

5. 6 6. 3

7. 1

7. 1

7. 1

7. 1

8. 0

8. 0

8. 0

8. 0

送風量

( m3/h）

送風電動機

( W）

記　 号 名　 称 型　 式 台数 設 置 場 所 備 考

参考品番

羽根径

( mm）
口径

機器能力表示条件は　 １ ） 　 夏期屋外吸込空気温度は、 ３ ５ ℃（ Ｄ Ｂ ） と する （ Ｊ Ｉ Ｓ  Ｂ  ８ ６ １ ６ ） 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ） 　 夏期吸込空気温度は、 ２ ７ ℃（ Ｄ Ｂ ） 、 １ ９ ℃（ ＷＢ ） と する （ Ｊ Ｉ Ｓ  Ｂ  ８ ６ １ ６ ） 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ） 　 冬期吸込空気温度は、 ２ ０ ℃（ Ｄ Ｂ ） と する （ Ｊ Ｉ Ｓ  Ｂ  ８ ６ １ ６ ） 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ） 　 冬期屋外吸込空気温度は、 ７ ℃（ Ｄ Ｂ ） 、 ６ ℃（ ＷＢ ） と する （ Ｊ Ｉ Ｓ  Ｂ  ８ ６ １ ６ ） 。

註記

　 　 　 形鋼にる 振れ止め金具を 行う こ と 。 （ 標準図、 参考図参照）

７ 　 天井吊の機器等において、 イ ン サート 金物と 機器、 配管と の距離が３ ０ ０ mm以上長い場合は

６ 　 集中管理コ ン ト ロ －ラ 類は、 １ 階職員室に設置のこ と 。

２ 　 室内リ モコ ン スイ ッ チは　 機能集約　 リ モコ ン スイ ッ チと する 。

９ 　 遠隔監視用スカ イ リ モ－ト アダプタ －、 ブラ ケッ ト を 取り 付けの事。 （ 別途工事）

10　 フ ィ ルタ －の予備は室内機器と 同数を 納品する 。

８ 　 屋外ユニッ ト コ ンク リ －ト 基礎、 ネッ ト フ ェ ン ス共。

　 　 （ 運転　 停止　 温度設定　 風量切換）

５ 　 Ｏ Ｎ 、 Ｏ Ｆ Ｆ コ ント ロ －ラ －　 ４ 基取付のこ と 。 結線、 調整共。

11　 屋外ユニッ ト 渡り 操作線延長が長い為、 Ｎ Ｅ Ｔ 拡張アダタ －が必要。

３ 　 集中管理コ ン ト ローラ 　 1基、 スケジュ －ルタ イ マ－　 1基取付のこ と 。

４ 　 メ －カ －によ り 拡張アダプタ －等必要に応じ 取り 付け、 システム全体の機能が十分発揮出来る よ う にする こ と 。

（ 集中ｺﾝﾄﾛ-ﾙ盤共　 ｛ Ｍ－５ ８ 図参照｝ ）

１ 　 エアコ ン 屋外ユニッ ト は、 防振ゴム　 敷き と する こ と 。

Ｆ -１ 壁付換気扇　 　 24時間換気対応

　 　 窓枠取り 付け格子タ イ プ

　 　 電気シャ ッ タ －付

　 　 強、 弱スイ ッ チ共

ｽﾃﾝﾚｽ製ｳｪｻ゙ -ｶﾊ゙ -

強弱スイ ッ チ　 P-04SWL2型（ 電気工事業者に支給）

１ 階　 相談室１ ・ ２

１ 階　 生徒会室

860

445

40. 0

14. 0

250Ｆ -２

200 540

285

20. 0

10. 0

７

１ 階　 生徒用相談室

３ 階　 マルチルーム（ ３ 台）

EX-20SC4型

P-20CVS4型

防虫網　 P-20KSP5型

パネル開口寸法　 300WＸ 340Ｈ

２ 階　 準備室

化粧枠　 P-20KAT

壁付換気扇　 　 24時間換気対応

　 　 窓枠取り 付け格子タ イ プ

　 　 電気シャ ッ タ －付

　 　 強、 弱スイ ッ チ共

ｽﾃﾝﾚｽ製ｳｪｻ゙ -ｶﾊ゙ - P-25CVS4型

パネル開口寸法　 350WＸ 390Ｈ

強弱スイ ッ チ　 P-04SWL2型（ 電気工事業者に支給）

防虫網　 P-25KSP5型

EX-25SC4型

化粧枠　 P-25KAT

２ 階　 視聴覚室（ ２ 台）３

150φ １ 階　 ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ ﾙー ﾑ

深型フ ード P-18VSQ4（ 防虫網付）

強弱スイ ッ チ　 P-04SWL2型（ 電気工事業者に支給）

Ｆ -３ 330

170

46. 0

18. 0

天井埋込形換気扇　 　 24時間換気対応

　 　 低騒音イ ン テリ ア格子形

　 　 強、 弱スイ ッ チ共

１ VD-20ZLX13-CS

150φ

深型フ ード P-18VSQ4（ 防虫網付）

強弱スイ ッ チ　 P-04SWL2型（ 電気工事業者に支給）

天井埋込形換気扇　 　 24時間換気対応

　 　 低騒音イ ン テリ ア格子形

　 　 強、 弱スイ ッ チ共

１Ｆ -４ 450

240

82. 0

32. 0

VD-23ZLX13-CS３ 階　 準備室
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NONE
東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３）

空調機器　撤去リスト
15

■　 【 現況・ 撤去】 空調系統図

機　 器　 表

記　 号
冷房能力 暖房能力 圧縮電動機 送風電動機

冷房 暖房

製　 　 品

Ｗ×Ｄ ×Ｈ

本体寸法( mm）
台数

( KW） （ φ　 ｖ ）

電　 源

　 重量（ kg）

設 置 場 所
運転電流

消費電力（ W）

( KW/h） ( KW/h） ( KW）

冷媒管

( ｍ/ｍ)

名　 称 型　 式
燃料燃料

（ KW） 冷房 （ KW） 暖房MAX（ Ａ ）

送風量

( m3/h）

送風電動機

( W）

記　 号 名　 称 型　 式 台数 設 置 場 所

備 考

参考品番

備 考

参考品番

羽根径

( mm）
口径

ガスエン ジン 　 パッ ケ－ジエアコ ン

　 　 天井吊露出型　 　 屋内機

1φ×200V 15. 88  9. 5214. 0 16. 0 253 253130W 1590  680  195 38. 0Ｇ Ｈ Ｐ
140

リ モコ ン スイ ッ チ共

予備フ ィ ルタ －共

　 　 天井吊露出型　 　 屋内機（ 撤去）

１ １ 階　 普通教室( 20)

ガスエン ジン 　 パッ ケ－ジエアコ ン 1φ×200V

　 　 天井吊露出型　 　 屋内機

11. 2 12. 5 62W 237 237 33. 0 15. 88  9. 52
112

Ｇ Ｈ Ｐ
1400  680  195 リ モコ ン スイ ッ チ、

予備フ ィ ルタ －共

２ １ 階　 第2技術室（ 2台）

1φ×200V

　 　 天井吊露出型　 　 屋内機

11. 2 12. 5 62W 237 237 33. 0 15. 88  9. 52
112

1400  680  195 リ モコ ン スイ ッ チ、

予備フ ィ ルタ －共

２
Ｅ Ｈ Ｐ 電気式　 パッ ケ－ジエアコ ン ３ 階　 マルチルーム（ ２ 台）

　 　 天井吊露出型　 　 屋内機（ 一時撤去・ 再設置）

ガスエン ジン 　 パッ ケ－ジエアコ ン 1φ×200V

　 　 天井吊露出型　 　 屋内機

11. 2 12. 5 62W 237 237 33. 0 15. 88  9. 52
112

Ｇ Ｈ Ｐ
1400  680  195 リ モコ ン スイ ッ チ、

予備フ ィ ルタ －共

２ 階　 視聴覚室、 第２ 音楽室（ 各２ 台）４
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A3

A2
東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３）

空調設備　１階平面図
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１ )

２ )

３ )

図中　 　 印の、 配管（ 配管付属品を 含む） の撤去を 行う 。

特記事項

４ )

図中 ※ 印は既設配管切断箇所を 示す。 （ 改修後に接続し ないも のはプ ラ グ（ キャ ッ プ ） 止めと する 。 ）

配管撤去については、 支持金物・ 吊り ﾎ゙ ﾙﾄま で全て撤去し 、 貫通穴・ ｱﾝｶｰ跡の穴埋め・ 補修ま で 全て本工事と する 。

本工事にて撤去する 、 器具・ 配管類については、 関係法規に基づき 適切に処分する こ と 。

図中 　 　 は新設管を 示す。

１ )

２ )

３ )

特記事項

４ )

図中 　 　 は既設管（ 再利用） を 示す。

図中 ★ 印は既設配管接続箇所を 示す。
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撤去

室内機撤去
天吊形、 14. 0kW

室内機撤去×２
天吊形、 11. 2kW

ガス管サイ ズ 液管サイ ズ記　 号

冷媒配管サイ ズ表

Ｒ 1

Ｒ 2

Ｒ 3

Ｒ 4

Ｒ 5

Ｒ 6

Ｒ 7

Ｒ 8

28. 6

28. 6

31. 8

38. 1

44. 5

12. 7

15. 88

22. 2

6. 35

9. 52

9. 52

12. 7

15. 88

19. 05

19. 05

22. 2

※ ★

2か所

ガス管サイ ズ 液管サイ ズ記　 号

冷媒配管サイ ズ表

Ｒ 2

Ｒ 3

Ｒ 4

Ｒ 5

Ｒ 6

Ｒ 7

Ｒ 8

28. 6

28. 6

31. 8

38. 1

44. 5

12. 7

15. 88

22. 2

6. 35

9. 52

9. 52

12. 7

15. 88

19. 05

19. 05

22. 2

壁孔開け開口φ75

■　 【 改修】 １ 階平面図　 　 　 S=1/200■　 【 現況・ 撤去】 １ 階平面図　 　 　 S=1/200
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〇　 凡例

内装全面改修範囲を 示す

内装部分改修範囲を 示す

防水改修範囲を 示す

内装全面改修範囲を 示す

内装部分改修範囲を 示す

防水改修範囲を 示す

〇　 凡例

Ｎ Ｎ

※

撤去
★

側溝に放流

VP40

VP40

土間はつり 、 復旧共

土間はつり 、 復旧共

側溝に放流
Ａ Ｃ Ｐ

５

Ａ Ｃ Ｐ
４

Ａ Ｃ ＰＡ Ｃ Ｐ
２１

Ａ Ｃ Ｐ
３

Ｒ 1

Ｒ 1

Ｒ 1

Ｒ 1

Ｒ 1 Ｒ 1

渡り 配線( EM-EEF2. 0°-3C) は冷媒共巻き と する 。



設　計山 崎 設 計
一級建築士事務所京都府知事登録(01A)第02439号
一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也

令和　　年　　月

決
　
裁
　
欄

1/100

特
　
記

設　計　番　号 設計年度

株式会社501/500 25m20151015m 図　名

[新館棟]　（現況・改修）
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A2
東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３）

空調設備　２階平面図
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×2

Ｇ Ｈ Ｐ
112

R3

R3

R3

Ｄ

保温付 VP

30

R2

R3
カ ラ －

30 VP

D

30
ｶﾗ- VP

R3

１ )

２ )

３ )

図中　 　 印の、 配管（ 配管付属品を 含む） の撤去を 行う 。

特記事項

４ )

図中 ※ 印は既設配管切断箇所を 示す。 （ 改修後に接続し ないも のはプ ラ グ（ キャ ッ プ ） 止めと する 。 ）

ガス管サイ ズ 液管サイ ズ記　 号

冷媒配管サイ ズ表

Ｒ 1

Ｒ 2

Ｒ 3

Ｒ 4

Ｒ 5

Ｒ 6

Ｒ 7

Ｒ 8

28. 6

28. 6

31. 8

38. 1

44. 5

12. 7

15. 88

22. 2

6. 35

9. 52

9. 52

12. 7

15. 88

19. 05

19. 05

22. 2

配管撤去については、 支持金物・ 吊り ﾎ゙ ﾙﾄま で全て撤去し 、 貫通穴・ ｱﾝｶｰ跡の穴埋め・ 補修ま で 全て本工事と する 。

本工事にて撤去する 、 器具・ 配管類については、 関係法規に基づき 適切に処分する こ と 。

保温付 VP

30

図中 　 　 は新設管を 示す。

１ )

２ )

３ )

特記事項

４ )

図中 　 　 は既設管（ 再利用） を 示す。

図中 ★ 印は既設配管接続箇所を 示す。

ガス管サイ ズ 液管サイ ズ記　 号

冷媒配管サイ ズ表

Ｒ 1

Ｒ 2

Ｒ 3

Ｒ 4

Ｒ 5

Ｒ 6

Ｒ 7

Ｒ 8

28. 6

28. 6

31. 8

38. 1

44. 5

12. 7

15. 88

22. 2

6. 35

9. 52
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12. 7

15. 88
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19. 05

22. 2
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※

天吊形、 11. 2kW

天吊形、 7. 1kW
室内機撤去

■　 【 改修】 ２ 階平面図　 　 　 S=1/200■　 【 現況・ 撤去】 ２ 階平面図　 　 　 S=1/200
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〇　 凡例

内装全面改修範囲を 示す

内装部分改修範囲を 示す

防水改修範囲を 示す

内装全面改修範囲を 示す

内装部分改修範囲を 示す

防水改修範囲を 示す

〇　 凡例

室内機一時撤去×２
再取付ｘ ２

渡り 配線( EM-EEF2. 0°-3C) は冷媒共巻き と する 。
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２ )

３ )

図中　 　 印の、 配管（ 配管付属品を 含む） の撤去を 行う 。

特記事項

４ )

図中 ※ 印は既設配管切断箇所を 示す。 （ 改修後に接続し ないも のはプ ラ グ（ キャ ッ プ ） 止めと する 。 ）
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配管撤去については、 支持金物・ 吊り ﾎ゙ ﾙﾄま で全て撤去し 、 貫通穴・ ｱﾝｶｰ跡の穴埋め・ 補修ま で 全て本工事と する 。

本工事にて撤去する 、 器具・ 配管類については、 関係法規に基づき 適切に処分する こ と 。

図中 　 　 は新設管を 示す。

１ )

２ )

３ )

特記事項

４ )

図中 　 　 は既設管（ 再利用） を 示す。

図中 ★ 印は既設配管接続箇所を 示す。
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■　 【 改修】 ３ 階平面図　 　 　 S=1/200■　 【 現況・ 撤去】 ３ 階平面図　 　 　 S=1/200

〇　 凡例

内装全面改修範囲を 示す

内装部分改修範囲を 示す

防水改修範囲を 示す

内装全面改修範囲を 示す

内装部分改修範囲を 示す

防水改修範囲を 示す

〇　 凡例
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R

〇　 凡例

内装全面改修範囲を示す

内装部分改修範囲を示す

防水改修範囲を示す

内装全面改修範囲を示す

内装部分改修範囲を示す

防水改修範囲を示す

〇　 凡例
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天井埋込換気扇撤去

150φ

空調ﾘﾓｺﾝ撤去Ｘ 2

注記

２ 　 取り 付け、 結線、 調整は本工事。

150φ

Ｘ 2

注記

２ 　 取り 付け、 結線、 調整は本工事。

空調ﾘﾓｺﾝ更新

１ 　 リ モコンスイッ チ、 配線は本工事。

３ 　 リ モコン管路は既設再利用。

１ 　 リ モコンスイッ チ、 配線は本工事。

３ 　 リ モコン管路は既設再利用。

ﾘﾓｺﾝ管路は残置・ 再利用とする。 ﾘﾓｺﾝ管路は残置・ 再利用とする。
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■　 【 改修】 １ 階平面図　 　 　 S=1/200■　 【 現況・ 撤去】 １ 階平面図　 　 　 S=1/200
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R R

空調ﾘﾓｺﾝ撤去Ｘ 2
換気扇（ 250φ） 撤去×３

R R

Ｘ 2空調ﾘﾓｺﾝ更新

ﾘﾓｺﾝ管路は残置・ 再利用とする。 ﾘﾓｺﾝ管路は残置・ 再利用とする。
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■　 【 改修】 ２ 階平面図　 　 　 S=1/200■　 【 現況・ 撤去】 ２ 階平面図　 　 　 S=1/200

防水改修範囲を示す 防水改修範囲を示す

UP

S
D

消
火
栓

手
洗

EXP-J

UP

手洗

PS

男子便所女子便所

女子
手洗所 手洗所

男子

EX
P-
J

EXP-J

E
X
P
-
J

PS

流し
掃除

PS

掃
除

流
し

普通教室( 21) 普通教室( 22)

階段Ｂ

物入

準備室

第２ 音楽室

DN

階段Ａ

DN

準備室

第３ 理科室

DR

防球ﾈｯﾄ 防球ﾈｯﾄ

Ｐ Ｔ Ａ 室
(学校支援地域本部)

庇-a

廊下( 1)

廊下( 2)

廊下( 3)

消火栓

UP

消
火
栓

EXP-J

SD

UP
PS

男子便所女子便所

女子
手洗所 手洗所

男子

EX
P-
J

EXP-J

E
X
P
-
J

PS

PS

普通教室( 21) 普通教室( 22)

階段Ｂ

物入

準備室

第２ 音楽室

DN

階段Ａ

DN

準備室

防球ﾈｯﾄ 防球ﾈｯﾄ

Ｐ Ｔ Ａ 室
(学校支援地域本部)

庇-a

廊下( 1)

廊下( 2)

廊下( 3)

消火栓
手洗 掃除

流し

手
洗

掃
除

流
し

視聴覚室

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

Y11Y11

Y10

Y9

Y8Y8

Y7

Y6Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

X10X9X8X10X9X8

Y11

Y9

Y8

Y6

4, 000 4, 000 4, 000 4, 000 4, 000 6, 200 2, 300 8, 000

26, 200 3, 000 10, 300

39, 500

8
,
0
0
0

2
,
3
0
0

1
0
,
3
0
0

5
,
7
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

5
,
0
0
0

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

4
4
,
0
0
0

10, 300

2, 300 8, 000

4, 000 4, 000 4, 000 4, 000 4, 000 6, 200 2, 300 8, 000

26, 200 3, 000 10, 300

39, 500

8
,
0
0
0

2
,
3
0
0

1
0
,
3
0
0

5
,
7
0
0

10, 300

2, 300 8, 000

Y11

Y10

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

5
,
0
0
0

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

4
4
,
0
0
0

Ｎ Ｎ

注記

２ 　 取り 付け、 結線、 調整は本工事。

注記

２ 　 取り 付け、 結線、 調整は本工事。

３ 　 リ モコン管路は既設再利用。

１ 　 リ モコンスイッ チ、 配線は本工事。 １ 　 リ モコンスイッ チ、 配線は本工事。

３ 　 リ モコン管路は既設再利用。

〇　 凡例

内装全面改修範囲を示す

内装部分改修範囲を示す

内装全面改修範囲を示す

内装部分改修範囲を示す

〇　 凡例
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Ｆ -２

Ｆ -２
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次期工事
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150φ

Ｆ -１

Ｆ -１

Ｆ -１

■　 【 改修】 ３ 階平面図　 　 　 S=1/200■　 【 現況・ 撤去】 ３ 階平面図　 　 　 S=1/200

〇　 凡例

内装全面改修範囲を示す

内装部分改修範囲を示す

防水改修範囲を示す

内装全面改修範囲を示す

内装部分改修範囲を示す

防水改修範囲を示す

〇　 凡例
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空調ﾘﾓｺﾝ撤去Ｘ 2

ﾘﾓｺﾝ管路は残置・ 再利用とする。
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ﾘﾓｺﾝ管路は残置・ 再利用とする。

空調ﾘﾓｺﾝ更新
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特
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設　計　番　号 設計年度

株式会社501/500 25m20151015m 図　名

給排水衛生ガス設備　１階平面図

図　番縮　尺

70.7%
Ｍ－

A3

A2
東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３）

1/100[プレハブ棟]　(現況・改修)

22

既
存

新規

ガ
ス

既
存

管

P
E7

5

G

ガス給湯器
20号 新規 埋設 PE30

COVT100新設

40 6
5

40

★

(残
置

)

VP
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0
G

20

窓下露出

VP
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0(
汚

水
)

★

PE30

VP
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0(
汚

水
)

VP
10

0

VP
75

COA100撤去

P
E7

5

ガ
ス

管

HI P32

G

G

既設ガス 管　 分岐

新設機器リ スト

機器名称

手洗器

仕様( 参考型番)

配膳室

個数

５ )

４ )

３ )

２ )

１ )

特記事項

図中 ※ 印は既設配管切断箇所を示す。 （ 改修後に接続し ないも のはプラ グ（ キャ ッ プ） 止めと する。 ）

本工事にて撤去する、 器具・ 配管類については、 関係法規に基づき適切に処分するこ と 。

図中　 　 印の、 配管（ 配管付属品を含む） の撤去を行う 。

図中 ★ 印は既設配管接続箇所を示す。

配管撤去については、 支持金物・ 吊り ﾎ゙ ﾙﾄまで全て撤去し 、 貫通穴・ ｱﾝｶｰ跡の穴埋め・ 補修まで全て本工事と する。

※

※

※

〇　 凡例

内装全面改修範囲を 示す

内装部分改修範囲を 示す

防水改修範囲を 示す

■　 【 改修】 １ 階平面図　 　 　 S=1/100■　 【 現況・ 撤去】 １ 階平面図　 　 　 S=1/100
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一級建築士 大臣登録 第219288号　山 崎　友 也

令和　　年　　月

決
　
裁
　
欄

50
1/100 1/300

105m43210

特
　
記

設　計　番　号 設計年度

株式会社501/500 25m20151015m 図　名 図　番縮　尺

70.7%
Ｍ－

A3

A2
東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３）

空調・換気設備　１階平面図

1/100[プレハブ棟]　(現況・改修)

23

A

25

A

25

保温工事（ 冷媒： カ ラ ー鉄板仕上） 共

A

25

天井扇風機取外し

天井扇風機取外し

既設配管切離し （ 冷媒： １ ヶ 所、 ド レ ン ： １ ヶ 所）

既設配管切離し （ 冷媒： １ ヶ 所、 ド レ ン ： １ ヶ 所）

天井改修に伴い露出冷媒・ ド レ ン 管一時撤去

保温工事（ 冷媒： カ ラ ー鉄板仕上） 共
天井改修に伴い露出冷媒・ ド レ ン 管一時撤去

室内機（ 天吊形、 8. 0kW） 取外し

室内機（ 天吊形、 8. 0kW） 取外し

A

25

室内機（ 天吊形、 8. 0kW） 再取付

室内機（ 天吊形、 8. 0kW） 再取付

既設冷媒・ ド レ ン 管　 復旧天井扇風機再取付

天井扇風機再取付

〇　 凡例

内装全面改修範囲を 示す

内装部分改修範囲を 示す

防水改修範囲を 示す

階
室名

記号 名称

換気機器

台数

動力

相

( φ)

電圧

( V)

容量

( W)

1 配膳室 FE-1 1 100

ウェ ザーカ バー

1 配膳室 OA-1

その他

給気口

24時間換気機能付　 コ ン ト ロ ールスイ ッ チ　 他付属品一式 EX-30SC4

参考型番

【 三菱電機】

48. 0 

ウェ ザーカ バー( 防虫網付)

１ )

２ )

３ )

図中　 　 印の、 配管（ 配管付属品を 含む） の撤去を 行う 。

特記事項

４ )

図中 ※ 印は既設配管切断箇所を 示す。 （ 改修後に接続し ないも のはプ ラ グ（ キャ ッ プ ） 止めと する 。 ）

配管撤去については、 支持金物・ 吊り ﾎ゙ ﾙﾄま で全て撤去し 、 貫通穴・ ｱﾝｶｰ跡の穴埋め・ 補修ま で 全て本工事と する 。

本工事にて撤去する 、 器具・ 配管類については、 関係法規に基づき 適切に処分する こ と 。

図中 　 　 は新設管を 示す。

１ )

２ )

３ )

特記事項

４ )

渡り 配線は冷媒共巻き と する 。

図中 　 　 は既設管（ 再利用） を 示す。

図中 ★ 印は既設配管接続箇所を 示す。

■　 【 改修】 １ 階平面図　 　 　 S=1/100■　 【 現況・ 撤去】 １ 階平面図　 　 　 S=1/100
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70.7%
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A3

A2
東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３）

[渡り廊下棟]　（現況・改修） 1/200

排水設備　平面図
24

東昇降口便所

旧館棟UP

プレハブ
特別教室棟

新館棟③

花壇

足洗い場

花壇

プレハブ倉庫

足洗い場

HH

HH

本館棟②

撤去範囲を示す

KBM

既成コンクリ ート 桝300□ 【 撤去】

H＝300　 2か所 H＝330　 2か所

工事内容

37
36

H300H330

H300 H330

既設渡り廊下【 撤去： 別途建築工事】
上屋・ 土間・ 基礎共

汚水桝

雨水枡【 撤去】

雨水枡【 撤去】

■　 【 現況・ 撤去】 排水設備　 平面図　 　 　 S=1/200

汚水桝　 かさ上げ材H＝50～100程度にて処理

汚水桝　 かさ上げ材H＝50～100程度にて処理
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70.7%
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A3

A2
東宇治中学校施設長寿命化改修工事（その３）

1/50[新館棟]　（改修）

空調・換気設備　１階相談室平面図
25

RR
R

D
25

室外機は２ 段置き と する 。

ACP

1

ACP

FECFEC

OA壁孔開け開口φ100

2か所

壁孔開け開口φ200 壁孔開け開口φ200

1か所 1か所

壁孔開け開口φ200

壁孔開け開口φ100

2か所

1 1

1 2

R

■　 [ 改修] １ 階相談室平面図　 平面詳細図　 　 　 S=1/50

生徒用昇降口

ポーチ

SS

UP

Y3

相談室１ 相談室２

名称
機　 器　 名記　 号 電　 源仕　 　 様

低騒音イ ン テ リ ア 格子形形　 式

冷房能力

（ KW）

機器仕様

暖房能力
（ KW） 付属品型式

壁掛け式ルームエアコ ン

壁掛け式ルームエアコ ン

台数

1

1

設置場所

階

1

1

ACP-1

ACP-2

機器リ ス ト

台数 設 置 場 所

天井埋込形換気扇 1φ100V FAN 2 １ 階 相談室１ ， 相談室２

入力

電気容量( W)

天吊金具付属品

【 三菱電機】

参考品番

風量

風量( 24h) 3m /h 静圧( 24h) Pa10

Pa253m /h 静圧

給気口

本館棟

１ 階本館棟 前室

ﾘﾓｺﾝ ﾄﾞ ﾚﾝｱｯﾌﾟ ﾎ゚ ﾝﾌﾟ  他付属品一式 2001

1

相Φ

動力

電圧　 V

電気容量は参考値と する

ﾘﾓｺﾝ ﾄﾞ ﾚﾝｱｯﾌﾟ ﾎ゚ ﾝﾌﾟ  他付属品一式

相談室１

相談室２

室名

FEC-1

OA-1

冷媒配管サイ ズはすべてφ6. 4φ9. 5
注記

〇　 凡例

内装全面改修範囲を 示す

内装部分改修範囲を 示す

防水改修範囲を 示す

スリ ムダク ト にて保護
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0
φ

1
5
0
φ

2か所

150φ

150φ

6. 3 7. 1

5. 6 6. 7

消費電力KW

1. 89

1. 85200

280

130

給気量223m3/h

28. 5( 通常換気)

11. 5( 24h換気)

2

VD-18ZLX13-CS, P-18VSQ4
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